
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                   

                 6 月議会報告 
 

                  暑中お見舞い申しあげます。 

今年は、本格的な夏の訪れが早く、これからの暑さが思い 

やられますね。夏祭りやキャンプ等、あちこちで楽しい催し 

が開かれていますが、水分を充分補給して、熱中症等にかか 

らないようおすごしください。 

さて、６月議会では、２年間をかけて市民懇話会で検討され 

た基本自治条例案が提案されました。議会では、基本自治条 

例審査特別委員会をつくり、分科会形式で議論を深めていき 

ます。 

 

<一般質問> 

高校中退防止のために早期からの支援対策を 

 

 

 

 

 

『答』県内の高校(全日制)の１８年度の中退者数は前年より１６人増えて５３４人となっており、

高校ひとつ分がなくなるくらいの大きな数ととらえています。うち一年生は３３７人で６３、１％

です。県では、高校別の中退数を公表していませんが、高校訪問等で推定したところでは、湖南・

甲賀地域の６高校で１４６人、このうち市内の生徒は３６人 

となっています。 

一年生の中退が多い現状から、中学の進路指導のありかたの 

検討、他方で進路変更してがんばっている生徒も多いことか 

ら、やり直しのきくシステムや相談の体制づくり、さらに高 

校の協力を得ての小・中・高校の連携による個々の生徒の状 

況の把握・情報交換や具体的な支援の場の設定も必要と考え 

ています。 
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【問】高校の中途退学者が増え、中でも一年生の退学が３分の２を占めています。生徒指導や人

権教育の取り組み、立ち直り支援等それぞれの現場でがんばって頂いてきていますが、将来、経

済的に自立できない若者が増えるのを防ぐために、実態を把握するとともに小・中・高校が連携

し、中退の可能性の高い不登校傾向やニート・引きこもり・無職少年・問題行動等の予備群に、

早期からしっかりとした対策をこうじるべきではありませんか。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『答』不登校の子どもについては取り入れて

いますが、今後、非行に走る子どもも含めて

検討しています。課題を持つ子どもが高校に

入る前からの取り組みが大切と考えていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エコアクション２１の導入は 
 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
『答』地球規模の環境を視野に入れながら、
自分たちでより良い地域環境をつくっていく
ために「環境自治」の精神による環境基本条
例を制定しました。具体的な取り組みについ
ては環境基本計画案を検討中ですが、実効性
のあるものを目指しています。市の事業の運
営にあたっては、環境に極力負荷をかけない
ように配慮しながら、事業を調整していきま
す。 
 
 

 
 

【問】環境省が普及を進めてきた「環境活動
評価プログラム(エコアクション２１)」は、
「ＩＳＯ１４００１(「注」をご参照くださ
い)」に比べて、費用や人手等が少なくてす

【問】地球規模での環境の悪化が深刻になっ
ています。中でも、人類の生存に関わる地球
の温暖化防止には、国際社会をあげての対応
策が提示されるようになりました。 
滋賀県では、２０３０年までに温室効果ガス
の５０％削減を目標にしています。当市の事
業を運営していくにあたっては、どのような
環境的視点をもって進めていかれるのです
か。 

【問】最近の相次ぐ傷ましい事件を見まし

ても、本人をとりまく環境が与える影響の

大きさを痛感しています。家庭・親子関係、

友人関係、学校や地域生活環境等、一人ひ

とりの持つ背景はさまざまであり、発達支

援システムの個別指導計画の視点を取り入

れた支援が必要ではありませんか。 

【問】進路変更のひとつに就職があります
が、若者の雇用が停滞している現在、働きた
くても仕事がない厳しい現実が立ちはだか
っています。親の援助や扶養で暮らしている
人も多いと考えられます。自立に向けての就
労支援対策は？ 

【問】市内の企業や市民の中には環境カウン
セラー等専門知識を持つ方もかなりいらっ
しゃるようです。市民や学校の環境学習に協
力して頂いては？ 

『答』少年センターには、１９年度は延べ５
０８件の相談がありました。しかし、全体か
ら見ればまだ少数で、支援を拡充する必要が
あります。就労の希望者には、ハローワーク
と連携して相談にのっています。 
昨年、湖南・甲賀地域で実施した総合実態調
査の結果を考慮しながら策定している、就労
支援計画の中でも、若者の分野は重要と考え
ています。 
 

【答】職員の環境意識の向上や、電気・水道
の使用量等、経費節減の効果もあるので、今
後策定する地球温暖化防止対策基本計画の
中で、ＩＳＯ１４００１と比較しながら導入
を検討していきます。市内企業への普及啓発
には側面的な支援をしていきたい。 
 

【答】市民・行政・事業者がそれぞれの役
割をもって、日ごろから環境にやさしいま
ちづくりを進めていくことが重要なので、
基本計画の中で専門家の活用も充分考えて
いきます。 
 

むため、中小企業でも取り組みやすいシステ
ムです。市役所への導入と、市内の企業に普
及啓発する考えはありますか。 
(注)「ＩＳＯ１４００１」・・・ＩＳＯ(国
際標準化機構)で決められている環境経営シ
ステムの国際規格。 

 

  



                                                             

「窓口で保険証を出せば、少ない負担で医療を受けられる」日本の健康保険制度は、先進国の中

でもぬきんでてすばらしい制度です。 

たとえばアメリカでは、公的な保険がなく、個人が保険会社から医療に関する保険を買います(勤

務している会社が負担してくれる場合もあるそうです)。保険の種類はいろいろで、診療内容や

指定病院など、内容に                     よって値段が違うと聞いて

います。そのため保険                      を持たない、あるいは持

てない人も多く、この                      人たちは医者にかかると

多額の費用がかかりま                    す。この無保険者の問題は、

大統領候補の指名選挙でも取り上げられ            ていました。 

しかし、皆さまもよくご存知のように、日本でも          財源をはじめ医療制度全

般に関していろいろな問題点があがってきています。 

そのひとつが医師不足の問題です。６月議会では、私の 

所属する民生常任委員会から「医師不足を解消し、安心でき 

る地域医療体制の確保を求める意見書」が、国会の衆・参議院議長と 

関係大臣、滋賀県知事に提出することが決まりました。 

また、４月からはじまった長寿医療制度(後期高齢者医療制度)も、当市 

では保険料の下がった人が多いとはいえ、たくさんの苦情や問い合わせ 

が寄せられていることもあり、議員提案された「後期高齢者医療制度の 

見直しを求める意見書」の提出が決まりました。 

まだまだ他にもたくさんの 

課題がありますが、県や市 

単位の取り組みや努力だけ 

では、とうてい解決できま 

せん。良い制度のあるわり 

には、先進国の中では日本 

の医療にかけるお金は少な 

いのです。 

人のいのちに関わる大切な 

健康保険制度をしっかりと 

維持していくために、国は 

税金の使い方全般を見直す 

べきです。 

今後も、だれもが安心して 

医療をうけられる施策が進 

むよう働きかけていきます。 

安 心 し て 医 療 を 受 け る た め に

ぶらうにーおばさんの 

   ぽけっとから 
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"なんでも相談"安心ネットワーク 
          代表 植中みやこ 

なんでも困ったことは，お気軽にご相談下さい。

プライバシーは絶対守ります。 

事務所(自宅) 湖南市北山台1丁目5-6 

TEL FAX  0748-74-1060 

http://www9.plala.or.jp/u-miyako/ 

27 ＣＡＰ(子どもへの暴力防止)ワークショップ 
  障がい児支援ボランティア講座 
   鳩の街プロジェクト推進委員会 
28 議会民生常任委員会 
  障がい者福祉計画策定委員会傍聴 
 29 ＣＡＰワークショップ  障がい者実態調査相談業務 
6/ 1 対話でつなごう滋賀の会総会 
  3 ＣＡＰワークショップ 
4 議会全員協議会 
  菩提寺小学校クラブ活動ボランティア 

   グループホーム宿泊ボランティア 
  5 介護予防事業ボランティア 
  6 福祉制度相談業務  生涯学習ボランティアの会    
  7 身体障害者更生会グラウンドゴルフ大会 
  8 環境勉強会  
  9 障がい者就労勉強会 
 10 議会本会議 
 11 議会民生常任委員会 
 12 議会自治基本条例審査特別委員会 
 13 議会行政改革特別委員会  学童保育所相談業務 
14 菩提寺まちづくり協議会発足式   
障がい者スポーツ教室ボランティア   

 15 障がい者フライングディスク県大会   
   ＮＨＫハートフォーラム「発達障害者が地域で生きてい

くために」 
 17 生涯学習ボランティア(山野草の寄せ植え講座) 
 18-20 議会本会議(１９日 一般質問) 
 21 子どもフリースペースボランティア 
22 湖南市障がい児・者団体連絡協議会総会 
  親の会活動相談業務 
 23-26 ＣＡＰワークショップ 
 24  障がい児支援ボランティア講座 
 25 議会環境防災対策特別委員会 
 27 循環バス相談業務  特別支援教育相談業務 
28 子どもフリースペースボランティア 
  障がい者スポーツ教室ボランティア 
 29  就労相談業務   
 30 議会自治基本条例審査特別委員会分科会傍聴 
 
 

4/ 1 学童保育所相談業務 
  2 障がい児ホリデースクールボランティア 
 グループホーム宿泊ボランティア 

  3 介護予防事業ボランティア 
  4 生涯学習ボランティアの会 
  5  ワークステーション虹まつりボランティア 
  6 北山台自治会総会  
  7 菩提寺保育園入園式  
  8 菩提寺小学校入学式  甲西北中学校入学式  
  9 菩提寺幼稚園入園式  議会全員協議会 
 10 ひかり幼稚園入園式  自立支援費相談業務 
 13 北山台さくらまつり 
 14 対話市議の会勉強会 
 16 年金相談業務 
 19 まちづくりフォーラム  生涯学習ボランティアの会 
 20 身体障害者更生会総会 
 22 介護保険相談業務  
 23 かふか車イスＤＥウォーキング実行委員会 
 24 議会民生常任委員会  介護保険相談業務 
26 子どもフリースペースボランティア 
  障がい者スポーツ教室ボランティア 

 29 就労相談業務 
5/ 1 学童保育所相談業務 
  2 生涯学習ボランティアの会  介護保険相談業務 
7 菩提寺小学校クラブ活動ボランティア 
 グループホーム宿泊ボランティア 

  8 介護予防事業ボランティア 
  9 議会全員協議会  不登校相談業務 
 10 「障がいのある人の生活と福祉に関する調査」説明会 
 11 介護保険相談業務  学童保育所相談業務 
 17 湖南市障がい児・者団体連絡協議会交流会 
 18 医療制度相談業務 
 20 甲賀地域精神障害者家族会総会 
 21 精神障がい相談業務 
 23 不登校相談業務  見守りボランティア連絡会議 
24 ことばの教室親の会総会   
障がい者スポーツ教室ボランティア 

 25 国民健康保険相談業務 

植 中 み や こ 活 動 日 誌               

（4月～6月） 

みなさんのご意見をお寄せ下さい 

植中みやこを育てる会 
事務所 湖南市北山台1丁目5-6 

TEL FAX  0748-74-1060 
 「ぶらうにーおばさんニュース」を配布
してくださるボランティアを探していま
す。お家のご近所のわずかな部数でも結
構ですので、ぜひご連絡お願いします。 

 

○済世会病院を経由して草津駅まで運行されている栗東シティラインバ 

スが、午前１便午後１便、石部駅まで延長運行されています。菩提寺方 

面ルートの石部駅到着が交通事情により遅れる場合は、無線連絡で対応 

してもらえることになりました。 

○６月１日、「対話でつなごう滋賀の会」総会で、嘉田知事は「造林公 

社をはじめ難問が山積しているが、より県民に開かれた県政を目指した 

い」との意気込みを述べられま 

した。 

○６月１４日、菩提寺まちづくり協議会が発足しました。 

誰でもが気軽に訪れる場として、地域サロンも公開されました。 

○ ６月１５日「ＮＨＫハートフォーラム」、報道でとりあげられ

ることの多くなった発達障がいの人たちが地域で生きていくため

の環境整備について学びました。 

 

”なんでも相談 ”安心ネットワーク情報 

 

 
｢菩提寺まちづくり協議会設立総会｣ 

「対話の会総会」 


